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雲一つない空の下、全員直ちに海中で涙をしていただきました

日
本
海
海
戦
一0
0
周
年
記
念

沖
津
宮
現
地
大
祭

約
＿
一
三0名
が
渡
島
参
拝
。
離
島
後
に
は

海
戦
の
行
わ
れ
た
海
域
で
献
花
も

一
日
本
海
々
戦
か
ら
一
0
0
周
年
の

＿
節
目
と
な
る
五
月
二
十
七
日
、
年
に

ー
一
度
一
般
の
方
が
参
拝
出
来
る
恒
例

ー
の
『
沖
津
宮
現
地
大
祭
』
が
、
沖

ー
ノ
島
で
斎
行
さ
れ
た
。

一
三
月
下
旬
よ
り
、
全
国
か
ら
申

ー
し
込
み
を
さ
れ
た
方
々
の
中
か
ら
、

一
厳
正
に
抽
選
し
、
選
ば
れ
た
二
三

司

-
0
名
の
参
加
者
が
、
前
日
の
二
十

島
一
六
日
に
筑
前
大
島
に
渡
島
。
同
島

宮
—

神
―る

一
の
中
津
宮
で
受
付
を
済
ま
せ
、
午

す
―花

＿
後
六
時
か
ら
行
わ
れ
た
『
沖
ノ

献
一平

嘉
渡
島
安
全
祈
願
祭
』
に
参
列

た
ー
し
、
無
事
渡
島
を
祈
念
し
た
。
引

海
―

れ
一ゎー

き
続
き
境
内
で
説
明
会
が
行
わ
れ
、

一
丁
—

4
1
-
の
一
―
S

十
班
に
分
か
れ
た
参
加
者
は

戦
一鱈

一
各
班
こ
と
に
担
当
神
職
の
説
明
を

‘
、
I日

＿
受
け
、
そ
の
夜
は
各
自
大
島
の
宿

本
一

、
`
`
’

一
泊
施
設
に
参
籠
し
た
。

＿
翌
朝
、
朝
焼
け
の
中
、
先
ず
第
七

ー
管
区
海
上
保
安
本
部
灯
台
見
廻
り
船

-
『
げ
ん
う
ん
』
が
出
港
。
過
去
何

一
度
か
波
の
高
さ
に
よ
り
途
中
で
引
き

、
`
`
’

つきなみ

〇毎月 1 ・ 15日月次祭

午前10時
高宮祭
第二宮・第三宮祭
引き続き

宗像護国神社
月命日祭(I 日）
巡拝 (15 日）

午前11 時～
総社祭
浦安舜奉奏(|日）
豊栄舞奉奏(15 日）

022日午前9時
中津宮七夕揮逢会
於＝筑前大島中津宮

031 日午後5時
夏越の大祓神事
於＝神門前
引き続き 夏越祭
於＝本殿

本
年
戦
後
六
十
年
を
迎
え
る
、
人
生

の
歩
み
に
た
と
え
れ
ば
還
暦
を
迎
え
た

こ
と
に
な
る
▼
し
か
し
ま
た
ま
た
と

言
う
べ
き
か
、
靖
国
問
題
、
教
科
書
問
題
、

或
い
は
領
土
問
題
等
、
戦
後
の
歴
史
認

識
を
き
ち
ん
と
す
べ
き
で
あ
る
と
の

圧
力
が
丙
外
を
問
わ
ず
か
ま
び
す
し

い
。
外
圧
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
い
ま

だ
に
国
内
か
ら
も
こ
の
よ
う
な
声
が

上
が
る
の
は
何
故
だ
ろ
う
か
？
・
▼
戦

後
の
G
H

Q
指
令
に
よ
る
教
育
改
革
で
、

民
族
の
自
尊
を
崩
壊
さ
せ
る
べ
く
、
「
修

身
」
「
国
史
」
「
地
理
」
が
削
除
さ
れ
、
加
害

者
意
識
を
徹
底
的
に
植
え
付
け
た
教

育
が
、
ま
だ
ま
だ
影
響
し
て
い
る
と
云

わ
ざ
る
を
得
な
い
。
毅
然
た
る
態
度
で

国
家
観
を
主
張
す
る
気
概
を
喪
失
さ
せ
、

迎
合
の
気
風
を
育
ん
で
し
ま
っ
た
▼

こ
の
核
心
を
踏
ま
え
て
論
じ
な
け
れ

ば
日
本
人
と
し
て
の
誇
り
も
、
ま
た
建

国
以
来
の
我
が
国
の
歴
史
も
理
解
で

き
ず
、
確
固
た
る
信
念
が
醸
成
さ
れ
な

い
だ
ろ
う
▼
本
年
十
月
、
九
州
国
立
歴

史
博
物
館
が
開
館
す
る
。
東
ア
ジ
ア
と

我
が
国
と
の
交
流
を
基
本
構
想
に
そ

の
運
営
が
な
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。

現
在
の
情
勢
を
鑑
み
る
と
き
、
一
衣
帯

水
の
歴
史
を
連
綿
と
継
承
し
て
来
た

地
域
だ
け
に
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
国

内
外
へ
の
発
信
と
友
好
の
促
進
に
寄

与
す
る
期
待
は
大
な
る
も
の
が
あ
る
。

そ
の
開
館
が
待
た
れ
る
。(
M
.
T
)
神具・装束

令井 六
f

結婚式場調度品
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(075)343-3341 番

本

木組の家 匠の技

燥式会社立江組
〒81 1-3406福岡県宗像市稲元 1025 電話(Qq4Q)32-2567

総合建築業

宗像大社ホームページ http://www. munakata-taisha.or.jp/ 
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返
し
、
渡
島
が
中
止
に
な
っ
た
こ
と
も
一

あ
る
が
、
今
年
も
昨
年
に
続
き
波
高
は
一

な
ざ

一
討
の
「
ベ
タ
凪
」
で
、
す
ぐ
に
出
港
一

許
可
が
出
さ
れ
、
午
前
七
時
渡
海
船
『
一

し
お
か
ぜ
』
を
は
じ
め
全
船
が
出
港
し
一

た
。大

島
に
残
る
見
送
り
の
方
々
が
手
を
一

振
る
中
、
一
行
は
沖
ノ
島
を
目
指
し
た
。
一

波
の
な
い
穏
や
か
な
海
上
を
進
む
こ
と
一 約

一
時
間
半
、
目
前
に
沖
ノ
島
が
現
れ
た
。
｝

到
着
し
た
参
拝
者
か
ら
順
次
、
一
糸
一

ま
と
わ
ぬ
姿
に
な
り
、
海
中
で
楔
を
行
｛

い
心
身
を
清
め
、
原
生
林
の
生
い
茂
る
｛

参
道
を
沖
津
宮
本
殿
へ
と
進
ん
だ
。
｛

午
前
＋
時
前
に
現
地
大
祭
を
斎
行
。
｛

御
神
前
に
は
全
国
各
地
の
参
拝
者
か
ら
一

の
御
神
酒
・
奉
献
品
が
お
供
え
さ
れ
、
一

神
島
宮
司
が
国
家
・
皇
室
の
安
泰
、
そ
ー

し
て
日
本
海
々
一

戦
で
命
を
か
一

け
て
戦
っ
た
一

日
露
両
国
の
一

兵
士
の
慰
霊
・
一

世
界
平
和
を
一

祈
る
祝
詞
を
一

奏
上
。
次
々
一

に
各
代
表
者
一

が
玉
串
を
捧
｛

げ
て
、
敬
虔
—

な
祈
り
の
中
｛

祭
典
は
滞
り
i

な
く
終
了
し
た
。
~

そ
の
後
、
一

波
止
場
で
沖
・
一

中
両
宮
奉
賛
一

会
（
佐
藤
千
｛

祭大
里
会
長
）
、
一

地現
翼
賛
会
（
上
一

のロ
野
美
実
会
長
―

沖
）
の
皆
様
に
一

津

ド作 様夕社の R 現気しが波 ノ拝女 を沖ー船宮沖み 会舌のよ
リ治ま子方‘テ K 尚地・てお止午島所性一拝ノ同は司ノ‘正の鼓煮り
ン早たがの文レ B‘ 大ケいり場後にで・方し島‘―他島日午ーを汁調
コ大今伝二芸ビ毎報祭ガた‘に二祈の子‘なを黙分各北本‘時打で理
が教回えュ春西日道は人゜参は時り祭供沖が一祷間船西海参をち食さ
ス授はら 1 秋日放関終もこ列大‘を典はノら周を汽のの々加過なべれ
ポも番れス社本送係了なう者勢全捧に‘島帰し捧笛代海戦者こ‘がるた
ン再組な、が放‘はしくしはの船げ参大に路‘げを表上のはしらソ刺
サ来制 朝取送フ‘な本て感出大た列島渡に神た嗚がで現各な ‘l 身
l 島作 刊材‘ジ T 年‘激迎島゜しの島つ秘゜ら菊停場船 和メ
と゜の 等を朝テ B の一をえ港 ‘沖出い的そし花船とに やン煮
なダ為 で行日レ S 沖人新の入 遥津来ななの参を‘な乗 かに魚
りイ‘ 大い新ビ系 津のた方港 か宮な 景後列捧神つり な一‘
‘ド士 祭‘聞系の 宮病に々‘ 沖遥い 観‘者げ‘‘島た込 直同そ

ロ

博 l 村 戸 ・瓢鬱ぺ J.こ 、ヽー、や竺，t：；·；｀汐[|長更：

心い乏·ゞ笙姦沿心ゞ・・

羹、一．還
八＼

、 9アヒ

, _、、\

ん
で
い
ま
す
。
こ
期
待
下
さ
い
。

まい年報
だま中堂
ます祭・
だ＾事 R
で詳を K
す細伝 B
が次ぇ毎
‘号る日
撮告番放
影知組送
はーをが
順。制当

調完作大
に成し社
進はての沖ノ島 吉村先生も来島され、番組の収録をされました

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

-—―rマ・~.-

波止場での直会
·—ヽ｀よ：
魚を煮た後の煮汁。これでソーメンを食ぺると絶品です。 透き通る程きれいな水の中での涙は清々しいものでした
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フ

ラ
明
治
三
十
八
年
二
九
0
五
）
五
月
二
十
七5
八
日
に
、
沖
ノ
島
の
北
西
で
行
わ
れ
た
日
露
戦
争
最
大
の
海
戦
。
一

日
露
開
戦
よ
り
敗
戦
を
重
ね
た
ロ
シ
ア
は
、
明
治
三
十
七
年
十
月
当
時
世
界
叢
強
と
い
わ
れ
た
ロ
ジ
ェ
ス
ト
ウ
ェ
ン
一

ス
キ
ー
中
将
を
司
令
長
官
と
す
る
『
第
二
太
平
洋
艦
隊
』
（
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
と
は
日
本
側
が
つ
け
た
通
称
）
を
編
一

成
し
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
港
に
向
け
て
出
発
さ
せ
、
戦
況
回
復
を
企
て
た
。
一

東
郷
平
八
郎
司
令
長
官
率
い
る
日
本
連
合
艦
隊
は
、
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
が
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
港
に
達
す
る
前
に
全
一

滅
す
る
た
め
、
連
日
作
戦
会
議
、
猛
烈
な
訓
練
が
行
わ
れ
、
翌
年
明
治
三
十
八
年
＿
月
二
十
一
日
鎮
海
湾
の
前
線
基
地
一

紅
に
｀
田
[
[
]
"
丘
＿
目
＂
本
＂
治

沖
ノ
島
近
海
で
敵
艦
を
認
め
た
東
郷
長
官
は
、
「
皇
国
の
興
廃
此
の
一
戦
に
在
り
、
各
員
一
層
努
力
せ
よ
」
な
｀
―

『z
旗
』
を
掲
げ
、
全
軍
の
士
気
を
鼓
舞
し
た
。
や
が
て
敵
艦
隊
と
対
峙
し
距
離
を
詰
め
て
い
く
。
双
方
の
戦
力
は
日
ー

本
が
主
力
艦
（
大
口
径
砲
を
も
つ
戦
艦
）
四
隻
に
対
し
、
ロ
シ
ア
は
新
式
が
七
隻
に
、
旧
式
が
四
隻
と
倍
以
上
の
戦
カ
ー

差
が
あ
っ
た
。

午
後
二
時
四0
分
、
東
郷
長
官
は
敵
艦
隊
と
の
距
離
を
六
五
0
0
メ
ー
ト
ル
ま
で
近
づ
け
る
と
い
う
、
海
戦
史
上
初
一

め
て
の
『
敵
前
回
頭
戦
法
』
と
い
う
画
期
的
な
海
戦
術
で
臨
ん
だ
。
猛
烈
な
訓
練
の
成
果
も
あ
り
、
連
合
艦
隊
か
ら
放
一

た
れ
る
砲
撃
の
命
中
率
は
高
く
、
敵
艦
隊
は
戦
列
を
乱
し
て
右
往
左
往
し
、
わ
ず
か
三

0
分
で
勝
敗
は
つ
き
、
そ
の
後
一

油
彩
画

五
月
十
四
日
、
日
本
神
話
を
題
材
に
し
~

た
油
彩
画
を
描
い
て
い
る
、
フ
ラ
ン
ス
人
~

画
家
の
マ
ー
ク
エ
ス
テ
ル
氏
が
来
社
し
、
一

宗
像
三
女
神
を
描
い
た
絵
を
奉
納
さ
れ
た
。
一

マ
ー
ク
エ
ス
テ
ル
さ
ん
は
一
九
七
0
年
｛

に
外
交
官
と
し
て
初
来
日
、
日
本
語
を
学
一

ぶ
中
で
古
事
記
に
出
会
い
、
日
本
神
話
の
一

面
白
さ
に
魅
せ
ら
れ
た
と
の
こ
と
。
画
家
一

に
転
身
し
て
か
ら
は
、
日
本
神
話
を
絵
の
一

姻
材
に
も
す
る
よ
う
に
な
り
、
フ
ラ
ン
ス
ー

を
奉
納

の
ア
ト
リ
エ
で
制
作
を
さ
れ
て
い
る
。
｛

今
回
、
福
岡
市
で
あ
る
作
品
展
の
た
め
一

来
日
し
、
以
前
か
ら
参
拝
を
願
っ
て
お
ら
一

れ
た
当
大
社
に
参
拝
、
午
前
十
一
時
よ
り
｛

奉
告
祭
を
斎
行
し
、
神
話
の
中
で
も
有
名
｛

な
天
照
大
神
と
素
箋
嗚
尊
の
哲
約
か
ら
、
｛

当
大
社
の
御
祭
神
で
あ
る
宗
像
三
女
神
が
i

L
ー
|

誕
生
す
る
場
面
を
描
い
た
六0
号
の
作
品
｛

を
奉
納
さ
れ
た
。

奉
告
祭
後
、
神
島
宮
司
ら
職
員
と
共
に
会
~

ン
ス
人
画
家

マ
ー
ク
エ
ス
テ
ル
・
ス
キ
ャ
ル
シ
ャ
フ
ィ
キ
氏

祭
~

告
i

—
報
[

納
~

奉
―

食
し
、
神
話
や
フ
ラ
ン
ス
の
話
と
親
し
く
｛

懇
談
し
、
マ
ー
ク
エ
ス
テ
ル
さ
ん
は
「
神
｛

話
が
残
る
国
は
世
界
で
も
少
な
い
。
国
外
~

の
人
は
勿
諭
、
日
本
人
に
も
日

本
文
化
の
素
晴
ら
し
さ
を
見
直

し
て
ほ
し
い
」
と
語
っ
て
い
た
。

トし‘ り編温眉一
奉納された油絵「宗像三女神の誕生」

は
、
主
力
部
隊
や
補
助
部
隊
が
入
り
乱
れ
て
の
海
戦
が
、
翌
二
十
八
日
ま
で
続
い
た
。

戦
果
を
統
合
す
る
と
、
ロ
シ
ア
主
力
艦
三
八
隻
の
中
、
沈
没
ニ
ー
隻
、
降
伏
．
拿
捕
七
隻
、
残
り
三
隻
の
小
艦
艇
が
目
的

の
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
に
到
達
し
た
の
み
で
あ
っ
た
。
日
本
の
損
害
は
わ
ず
か
に
水
雷
艇
三
隻
の
み
で
あ
っ
た
。
現
在
で

も
、
沖
ノ
島
近
海
で
漁
を
す
る
漁
師
の
話
で
は
、
魚
群
探
知
機
に
沈
ん
だ
ロ
シ
ア
船
の
船
影
が
映
る
と
い
う
。
ま
た
こ
の
海

戦
で
は
、
ロ
シ
ア
側
戦
死
者
四
、
五
四
五
名
、
捕
虜
六
‘
1
0
六
名
、
日
本
側
の
戦
死
者
一
―
六
名
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
日
本
海
海
戦
は
世
界
海
戦
史
上
稀
な
る
完
全
勝
利
で
あ
り
、
日
露
戦
争
を
勝
利
に
導
く
上
で
決
定

閏
誓
謙
｀
｀
ぃ
｀
｀

元
帥
を
称
え
ア
ミ
ラ
ー
リ
社
か
ら
『
東
郷
ピ
ー
ル
』
と
い
う
同
元
帥
の
肖
像
が
描
か
れ
た
ピ
ー
ル
が
現
在
も
販
売
（

今
は
オ
ラ
ン
ダ
で
製
造
販
売
）
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
海
戦
当
日
は
霧
が
立
ち
込
め
視
界
が
悪
か
っ
た
が
、
戦
闘
開
始
時
に
は
突
如
霧
が
晴
れ
視
界
が
開
け
た
と

い
う
、
同
元
帥
は
こ
の
神
恩
に
感
謝
し
、
戦
後
当
大
社
に
同
元
帥
の
指
揮
さ
れ
た
戦
艦
『
三
笠
』
（
現
在
は
横
須

賀
港
に
展
示
）
の
羅
針
盤
と
、
『
神
光
照
海
』
と
い
う
揮
竃
を
奉
納
さ
れ
、
現
在
で
も
当
大
社
神
宝
館
で
収
蔵
展

示
し
て
い
る
。

神島宮司とマークエステル・スキャルシャフィキ氏
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三
十
年
前
の
遷
座
祭
と
同
日
に

て
、
に
の
み
や
て
い
さ
ん
の
み
や

第
二
宮
・
第
三
宮

三
十
周
年
記
念
祭

五
月
二
十
日
午
前
十
一
時
よ
り
、
当
大

社
第
二
宮
•
第
三
宮
で
、
神
島
宮
司
以
下

全
職
員
、
責
任
役
員
、
両
宮
造
営
の
普
請

、
`
`
'

-------------

祭艮に
がら携
童がわ
灯参つ
さ列た

:.,,-, --，れし＾
.. 一つ沿苓夕：こi t5 ‘株
ぶ応いパご＾：：． 遷—

争ー：：主｀いー、亨言県 口ft
: g翠；心：ど如ぷ‘:~｀叫贔讐r; ・ゞ~炉・ょふ｀「fゃふ 4 ．ど安•く；：・ベ}'i~c::: 年花←-._.,___こニヽ＿？＇辛二二迄立こざ 記田

第二宮第三宮遷宮祭で奉奏された主基地方風俗舞（昭和50年5月 20 日） 念：社士
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

宮は神 業氏期年鎮に中三宮
別戸平宮昭と—成前座合世宮‘田
宮＄成式和しー会の地祀かは油心
で二年四て ＾昭にさら、津姫
ぁ十遷＋取の当和遷れ‘宗姫神
る五宮九贔一時摩座て辺像神＾
伊年＾年 昭会 いい津大＾沖
佐一次＋よ和長年たた宮社中津
奈に回ーたの ーだが本が津宮
岐際の月。大 II~ こ‘殿衰宮—
宮し第 造故篠ぅこ裏微ーを
．‘六第 営出大とれのしを祀
伊皇十六 ー光社‘を末て祀る
佐大二十 の佐復三元社いる第
奈神回回 事三興十の群た第二

、
`
`
'

一
弥
宮
の
古
材
を
御
下
賜
頂
い
た
だ
き
、
一

一
翌
年
の
昭
和
五
十
年
四
月
に
竣
工
。

ー
五
月
二
十
日
午
後
八
時
か
ら
、
御
神
璽
一

ー
に
旧
殿
か
ら
新
殿
に
遷
座
い
た
だ
く
「
一

一
遷
座
祭
」
が
斎
行
さ
れ
た
。

一
三
十
年
の
歳
月
を
経
た
両
宮
の
記
念
一

一
祭
に
あ
た
り
、
周
辺
境
内
樹
木
の
剪
定
一

ー
整
備
、
社
殿
の
清
掃
が
念
入
り
に
行
わ
れ
、
一

一
遷
座
祭
の
行
わ
れ
た
日
と
同
じ
く
、
一
―

一
同
斎
館
前
庭
に
列
立
、
太
鼓
の
合
図
と
一

一
共
に
参
進
し
祓
舎
に
て
修
祓
、
次
い
で
粛
々
一

ー
と
歩
を
進
め
た
。

―
先
ず
、
第
二
宮
よ
り
祭
典
が
開
始
さ
れ
、
一

一
斎
主
の
堤
祭
儀
部
長
が
御
造
営
一
二
十
周
一

i
`
、
年
を
奉
祝
す
る
祝
詞
を
一[

』
]
[
[
[
]

｀
盲
田
[
‘

.
t
で
ぶ
』
員
造
営
三
十
周
年
を
祝
賀
一

全
し
そ
の
幕
を
閉
じ
た
。
一

職

30周年記念祭（平成17年5月 20 日） 建設中の御社殿（昭和49年）
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遷座祭に先立つ『新殿祭』（昭和50年5月 6 日）
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六
月
二
十
八
・
ニ
十
九
日
の
両
日
に
亘

り
宗
像
市
の
鐘
崎
・
神
湊
の
漁
港
で
「
筑

前
玄
海
魚
ま
つ
り
」
が
本
年
も
開
催
さ
れ

た
。こ

の
催
し
は
、
玄
界
灘
の
新
鮮
な
魚
を

一
般
の
方
に
満
喫
し
て
広
く
知
っ
て
も
ら

お
う
と
地
元
の
漁
業
・
観
光
業
者
、
地
元 一

宗
像
を
愛
す
る
有
志
が
中
心
と
な
り
今
一

一
年
で
八
回
目
の
開
催
と
な
る
。
期
間
中
一

し
当
大
社
駐
車
場
か
ら
無
料
巡
回
バ
ス
が
一

一
連
行
さ
れ
両
会
場
周
辺
の
渋
滞
緩
和
に
一

一
貢
献
し
た
。

＿
両
日
と
も
好
天
に
恵
ま
れ
、
両
会
場
一

一
共
に
大
変
な
人
出
と
な
り
、
主
催
者
側
一

の
発
表
に
よ
る
と
今
年
一

一
の
来
場
者
は
五
五
、
0
-

~
 

0
0
人
で
あ
り
こ
の
イ
ー

一
ベ
ン
ト
の
定
着
に
伴
い
一

・
着
実
に
来
場
者
は
増
加
一

の
一
方
と
な
っ
て
い
る
。
一

メ
イ
ン
会
場
と
な
る
一

鐘
崎
漁
港
で
は
市
内
ホ
ー

テ
ル
、
旅
館
の
食
事
券
一

や
鮮
魚
な
ど
が
当
た
る
一

「
餅
ま
き
」
の
他
、
宗
一

剛会
像
地
域
の
特
産
品
販
売
一

崎道
や
地
元
住
民
が
ふ
る
さ
ー

釘
と
料
理
を
提
供
す
る
「
鐘
一

大り
崎
ふ
れ
あ
い
食
堂
」
が
一

ど蛉
開
店
し
賑
わ
い
を
み
せ
ー

っ魚
た
。
目
玉
イ
ベ
ン
ト
の
一

r"u の
「
魚
つ
か
み
ど
り
大
会
」
一

気心
で
は
特
設
プ
ー
ル
に
地
—

第
八
回
筑
前
玄
海
魚
ま
つ
り
開
催元

漁
師
が
水
揚
げ
し
た
ば
か
り
の
ア
ジ
・

サ
バ
・
タ
イ
・
イ
サ
キ
な
ど
の
魚
が
放

流
さ
れ
参
加
の
子
供
た
ち
は
服
を
び
し

よ
び
し
ょ
に
濡
ら
し
な
が
ら
夢
中
で
魚

を
追
い
か
け
た
。

サ
ブ
会
場
の
神
湊
漁
港
で
は
玄
界
灘

シ
ョ
ー
ト
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
、
地
引
網
、

小
ア
ジ
釣
り
等
の
多
彩
な
催
し
に
加
え
、

魚
販
売
や
玄
界
灘
の
新
鮮
な
海
の
幸
を

使
っ
た
「
海
鮮
鍋
」
も
販
売
さ
れ
こ
ち

ら
も
大
盛
況
と
な
り
、
訪
れ
た
大
勢
の

家
族
連
れ
は
笑
顔
で
家
路
に
つ
い
た
。

宗
像
市
の
海
と
魚
をP
R
す
る
こ
の
「
魚

ま
つ
り
」
の
今
後
の
更
な
る
盛
り
上
が

り
に
期
待
し
た
い
。

`·``—~ -—、• 一··『し日層•~ —· -—~ 
ステージイベントも大盛リ上がりでした（鐘崎会場）

第
4
5期
光
陵
高
校

私
は
生
ま
れ
て
か
ら
す
ぐ
に
宗
像
大
社
へ
お
参
り
に
行
き
ま
し
た
。
な
の
で
宗
像
大
社

は
私
が
一
番
頼
る
こ
と
の
で
き
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
回
、
中
学
校
か
ら
、
宗
像
大
社
奨
学

金
を
頂
け
る
と
聞
き
、
と
て
も
う
れ
し
く
、
そ
し
て
誇
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

み
ど
り
の
日
に
行
わ
れ
た
式
典
で
、
私
は
改
め
て
、
宗
像
大
社
は
緑
の
素
晴
ら
し
い
、

歴
史
の
あ
る
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
あ
り
が
た
い
奨
学
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
か
ら
は
感
謝
の
気
持

ち
と
責
任
感
を
持
っ
て
、
し
っ
か
り
と
高
校
生
活
を
過
こ
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
最
近
で
は
色
々
な
殺
人
や
誘
拐
な
ど
の
悪
い
事
件
が
起
き
て
い
て
と
て
も
心

配
で
な
り
ま
せ
ん
。
今
後
日
本
が
心
の
余
裕
が
な
く
な
っ
て
い
っ
て
し
ま
い
、
暗
い
国

に
な
っ
て
し
ま
う
前
に
、
私
た
ち
の
世
代
が
頑
張
っ
て
社
会
を
よ
り
良
く
し
て
い
け
ば

良
い
と
思
い
ま
す
。

将
来
は
何
か
人
の
役
に
立
て
て
、
幸
せ
で
安
全
な
日
本
に
し
て
い
け
る
よ
う
な
職
に
つ
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
頑
張
っ
て
、
勉
強
や
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
ゆ
き
ま
す
。

二
年
（
玄
海
中
学
卒
業
）

私
の
大
社
で
の
思
い
出
は
受
験
の
前
月
に
、
こ
の
宗
像
大
社
に
友
達
と
合
格
祈
願
に

来
た
こ
と
で
す
。

お
み
く
じ
を
引
く
と
、
大
吉
で
友
達
と
喜
ん
だ
の
を
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。
神
社
の

鳥
居
に
、
石
を
投
げ
て
乗
せ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
思
え
ば
何
か
大
き
な
出
来
事
が
あ

る
た
び
に
宗
像
大
社
で
お
祈
り
し
て
い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

受
験
当
日
も
、
大
吉
の
お
み
く
じ
を
持
っ
て
、
試
験
に
望
み
ま
し
た
。
合
格
発
表
前

日
も
、
友
達
と
足
を
連
ん
で
お
祈
り
し
ま
し
た
。
本
当
に
合
格
し
た
時
は
、
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。
奨
学
金
も
支
給
し
て
い
た
だ
き
、
宗
像
大
社
と
私
と
は
切
っ
て
も
切
れ
な

い
縁
が
あ
る
よ
う
で
す
。
大
学
受
験
を
す
る
と
き
も
、
結
婚
や
会
社
に
務
め
る
と
き
も
、

き
っ
と
こ
の
宗
像
大
社
で
お
祈
り
を
す
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
自
分
に
、
宗
像
大
社
に
恥
じ
ぬ
よ
う
に
生
活
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
宗
像
大
社
に
来
て
何
だ
か
落
ち
着
く
の
は
、
き
っ
と
自
分
の
家
に
居
る
よ
う
な
感

覚
に
な
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
ど
こ
か
安
心
で
き
る
。
こ
こ
は
そ
ん
な
場
所
で
す
。

第
4
6期
筑
紫
女
学
園
高
校

成
清
雄
太

奨
学
金
受
給
生
便
り

一
年
（
自
由
ヶ
丘
中
学
卒
業
）井
上
優
美
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宗像市合併記念事業皐 學 辛宗像::::Z'上丑ココフうネタリウム季節番組
『星めぐり＆天の川～大島の星物語～』

｀旱皐
宗像市合併記念事業の一環として、宗像ユリックスプラネ
タリウムで、当大社中津宮の『七夕伝説』をモチーフに、

季節番組が制作されました。

対象はお子様ですが、大人も充分楽しめる番組となってお

リます。

夏の一日、鐘崎の『石ころ』、沖ノ島の『オガチ』、大

島の『バクチの木』が、大島を舞台に繰り広げる愉快な物

語を御覧になってみてはいかがでしょうか。

詈編タイトル星座めぐり＆天の川～大島の星物語～

覇閏 6月 1 1 日（土） ~ 9月4日（日）

休 鱚 日月曜日（祝日の場合は翌平日）

場 所宗像ユリックス本館2階プラネタリウム

詈編 内喜大島で「星祭り」の時期、鐘ノ岬から自分の意

思とは別にカモメに運ばれた「石ころ」、沖ノ

島から想う相手を探し毎年やってくる「トリ」 ( 

オオミズナギ鳥）、樹齢200年のパクチの老木「

パク」が、中津宮、天の川、牽牛・織女神社を舞

台に繰り広げる、宗像地域をモチーフにした物語。

【番組開始時刻】

6/11 （土）～7/20（水）． 9/1 （木）～9/4（日）

11 : 00 13: 00 14: 00 15: 00 16: 00 

日・祝日 こども番組 季節番組 こども番組 季節番組 季節番組

17: 00 

土曜日 季節番組 こども番組 季節番組 季節番組 季節番組

平日 季節番組

7/21 （木）～8/31 （水）

11 : 00 13: 00 14: 00 15: 00 16: 00 17: 00 

日・祝日 こども番組 季節番組 こども番組 季節番組 季節番組

土曜日 季節番組 こども番組 季節番組 季節番組 季節番組

平日 季節番組 こども番組 季節番組

88//916（火（火）～）～1219（金（金）、) こども番組 季節番組 こども番組 季節番組 季節番組

土··．．芥·
? 

9 ・

【観覧料】 3歳以下のお子様は無料ですが、
保護者（おとな）の同伴が必要です。

季「節星番座組めぐり＆天の川～大島の星物語～」
個人 団体 (30人以上）

幼児(4歳～） 100円 1 人につき 80円

小中学生 150円 99 120円

おとな 310円 " 250円

こども番組
「ルンちゃんとはかせのうちゅうりょこう」

4歳以上 1 ―律 100円

【座席数】 97席

ク？ニフうネタリウム 〒811-3437福岡県宗像市久原400番地 翠翡
翠均0940(37)2394（直通） http:/ /hosizora.com 
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ウラジオ艦隊の砲撃を受ける常陸丸（明治37年6月 15 日）

遠
賀
郡
芦
屋
町
浜
崎
海
岸
に
「
常
陸
丸
殉
―

難
勇
士
之
碑
」
が
建
っ
て
い
る
。
一

今
年
は
日
本
海
海
戦
一0
0
年
目
で
あ
り
、
一

（続）

公
＃

1
·
·
ー
、

.
-
ｷ
 

大
社
で
も
沖
ノ
島
で
盛
大
な
現
地
大
祭
が
行
一

わ
れ
た
。
常
陸
丸
ほ
か
の
撃
沈
は
、
日
本
海
―

海
戦
の
前
哨
戦
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
｛

明
治
三
七
年
（
一
九0
四
）
一

六
月
十
四
日
、
広
島
・
宇
品
を
一

出
港
し
た
常
陸
丸
（
六
、
一
七
一

五
ト
ン
）
は
僚
船
佐
渡
丸
と
と
｛

も
に
朝
鮮
半
島
へ
兵
員
と
補
給
｛

物
資
を
運
ぶ
た
め
に
出
航
し
た
一

の
で
あ
る
。
（
乗
員
・
将
兵
合
一

わ
せ
て
―
ニ
ニ
七
名
軍
馬
三
i

二
六
頭
が
の
っ
て
い
た
）
一

六
月
十
五
日
に
玄
界
灘
に
入
一

り
、
午
前
十
時
こ
ろ
沖
ノ
島
の
一

南
西
七
、
八
里
の
と
こ
ろ
を
航
一

行
し
て
い
た
。
そ
こ
に
露
の
ウ
ー

ラ
ジ
オ
艦
隊
の
装
甲
巡
洋
艦
「
ロ
ー

シ
ア
」
、
「
グ
ロ
モ
ボ
イ
」
、
一

「
リ
ュ
ー
リ
ッ
ク
」
の
三
艦
が
一

あ
ら
わ
れ
て
、
砲
撃
を
し
、
常
一

陸
丸
は
航
行
不
能
と
な
り
、
午
一

後
三
時
に
沈
没
し
た
。
常
睦
丸
一

い
し
い
た
だ
し

194 

の
将
兵
の
多
く
が
戦
死
、
生
存
者
は
僅
か
百
~

余
名
で
あ
っ
た
。
佐
渡
丸
も
魚
雷
や
砲
撃
を
｛

受
け
て
沈
没
。
和
白
水
丸
は
死
傷
者
を
多
く
~

出
し
な
が
ら
も
辛
う
じ
て
沈
没
は
ま
ぬ
が
れ
｛

た
。沈

没
し
た
常
陸
丸
の
も
の
と
み
ら
れ
る
食
i

糧
や
缶
詰
類
、
芦
屋
海
岸
に
漂
着
し
て
い
る
。
｛

露
の
艦
隊
は
ウ
ラ
ジ
オ
艦
隊
と
呼
ば
れ
、
i

旗
艦
ロ
シ
ア
は
一
万
三
千
八
百
ト
ン
。
戦
艦
一

に
匹
敵
す
る
大
き
さ
の
巡
洋
艦
で
あ
る
。
ま
i

た
リ
ュ
ー
リ
ッ
ク
も
一
万
ト
ン
強
の
巡
洋
艦
｛

で
、
露
で
最
初
に
建
艦
さ
れ
た
装
甲
巡
洋
艦
｛

で
あ
る
。
他
に
巡
洋
艦2
、
（
仮
装
巡
洋
艦
一

1
)
、
水
雷
艦
十
五
隻
で
構
成
さ
れ
、
ウ
ラ
｛

ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
を
拠
点
に
し
て
、
輸
送
補
給
｛

の
破
壊
を
目
的
と
し
、
日
本
海
か
ら
対
馬
｛

海
峡
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
。
一
九
0
四
｛

年
二
月
か
ら
八
月
ま
で
の
間
に
六
回
も
出
撃
一

し
、
第
六
回
で
は
津
軽
海
峡
を
通
過
し
、
太
｛

平
洋
に
出
て
房
総
沖
に
出
現
。
商
船
の
臨
検
一

や
日
本
船
な
ど
七
隻
を
撃
沈
し
て
い
る
。
｛

そ
の
ウ
ラ
ジ
オ
艦
隊
を
迎
撃
し
行
動
を
封
口

ず
べ
き
任
務
を
お
び
た
の
が
、
上
村
彦
之
丞
一

中
将
の
第
二
艦
隊
で
あ
る
。
旗
艦
は
「
出
雲
」
一

で
吾
妻
・
常
盤
・
磐
手
の
一
万
ト
ン
弱
の
一
｛

等
巡
洋
艦
で
編
成
さ
れ
て
い
た
。
一

上
村
艦
隊
は
な
か
な
か
露
艦
を
補
促
で
き
｛

ず
、
国
民
の
間
に
は
不
安
と
批
難
も
起
こ
り
｛

は
じ
め
て
い
た
。

一
九0
四
年
八
月
十
四
日
、
朝
鮮
半
島
の
一

蔚
山
東
方
海
上
で
、
つ
い
に
ウ
ラ
ジ
オ
艦
隊
一

日

宗
像
大
社

各
位

を
発
見
。
露
艦
よ
り
高
速
の
上
村
艦
隊
が
急
｛
ニ
一
日
目
の
七
月
五
日
に
大
法
会
が
い
と
な

接
近
し
砲
撃
戦
を
開
始
し
た
。
リ
ュ
ー
リ
ッ
~
ま
れ
て
い
る
。
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）

ク
は
五0
発
以
上
を
被
弾
し
沈
没
。
他
の
二
｛
に
は
常
陸
丸
殉
難
勇
士
之
碑
の
設
立
準
備
が

艦
も
被
弾
し
な
が
ら
も
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
｛
す
す
め
ら
れ
翌
十
八
年
完
成
し
た
。

に
帰
投
し
て
い
る
。
こ
の
時
リ
ュ
ー
リ
ッ
ク
｛
参
考
文
献
『
芦
屋
町
誌
』
『
日
露
戦

の
六
二
七
名
が
日
本
艦
艇
に
救
助
さ
れ
て
い
i
争
全
海
戦
』
『
日
本
海
海
戦
の
真
実
』

る
。
戦
争
の
行
方
を
決
す
る
か

L
{
-

ぷ
や
ざ
，
．
名.. 

食
料
、
武
器
の
補
給
、
兵
員
・
が
g
べ

.. 

の
確
保
は
ウ
ラ
ジ
オ
艦
隊
の
，
戎
寇
笠

壊
滅
で
び
と
ま
ず
日
本
側
も
、

国
民
に
も
安
堵
感
を
与
え
た
。

な
お
常
陸
丸
の
沈
没
か
ら

平
成
十
七
年
度
な
ご
し
お
お
は
ら
え

夏
越
の
大
祓
神
事

恒
例
の
夏
越
祭
が
近
づ
い
て
参
り
ま
し
た
。
こ
の
お
祭
り
は
、
大
祓
神
事
を
中
心
に

わ
れ
、
夏
季
に
流
行
す
る
悪
疫
を
除
去
し
、
皆
様
方
の
心
身
の
罪
・
織
を
人
形
に
託
し

て
祓
い
除
き
、
清
々
し
い
気
持
ち
で
、
毎
日
を
無
事
に
過
こ
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
祈

り
を
込
め
た
神
事
で
こ
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
左
記
の
通
り
斎
行
致
し
ま
す
の
で
、
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
御
参
拝
下

さ
い
ま
す
よ
う
御
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

時七
月
三
十
一
日

午
後
五
時
S

場
所大

祓
神
事
（
神
門
前
）

夏
越
祭
（
本
殿
）

氏
子
・
崇
敬
者

御
案
内
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八
十
ま
で
も
し
生
き
れ
た
ら
二
十
年
か
随
分
短
歌
が
詠
め
る
と
想
ふ

宗
像
市
丸
小
方
玲
子

職
退
き
て
会
う
人
も
な
き
雨
の
午
後
音
び
そ
め
弾
く
「
さ
く
ら
貝
の
歌
」

宗
像
市
大
井
木
原
ふ
さ
子

足
を
も
つ
お
玉
杓
子
を
す
く
び
あ
ぐ
梅
も
ぐ
事
に
飽
き
し
童
ら

王

昨
日
吹
き
し
疾
風
に
の
り
し
か
つ
ば
く
ら
め
島
の
ど
こ
に
も
飛
び
は
じ
め
た
り

福
津
市
佐
々
木
在

自

和
彦

宗
像
市
大
島

越
智
治
子

訪
へ
る
男
孫
は
彼
女
を
伴
い
て
ビ
ー
ル
片
手
に
結
婚
す
る
よ

（
評
）
井
田
さ
ん
の
孫
は
も
う
成
人
し
た
孫
。
あ
っ
け
ら
か
ん
と
し
た
、
い
か
に
も
現
代
風
な
二
人
に

戸
惑
い
と
喜
び
が
相
半
ば
し
て
い
る
作
者
の
さ
ま
が
見
え
、
読
む
側
も
苦
笑
と
同
情
が
相
半
ば
す
る
。

福
岡
市
南
区

宗
像
市
池
田

宗
像
市
日
の
里

井
田
有
久
衣

＋
ま
で
を
数
へ
て
風
呂
を
上
が
り
し
が
跳
ね
る
足
音
こ
ち
ら
に
向
か
ふ

（
評
）
「
孫
」
と
い
う
言
葉
を
使
わ
な
い
で
詠
う
と
、
で
れ
で
れ
し
た
孫
可
愛
い
と
い
う
歌
の

弊
害
か
ら
抜
け
出
せ
る
。
と
永
田
和
宏
氏
は
言
っ
て
い
る
が
、
森
作
品
が
正
に
そ
の
通
り
で
、

孫
の
語
は
無
く
と
も
溌
刺
と
し
た
男
の
孫
の
姿
が
私
達
の
眼
前
に
浮
ん
で
く
る
。
孫
は
来
て
よ

し
帰
っ
て
よ
し
。
の
言
葉
と
共
に
。

森

龍
子

山
峡
の
せ
せ
ら
ぎ
聞
き
て
育
ち
た
る
黒
い
子
犬
が
家
族
に
な
り
ぬ

（
評
）
の
び
の
び
と
育
っ
た
で
あ
ろ
う
仔
犬
の
場
所
を
提
示
し
た
上
句
を
受
け
て
の
下
句
の
展

開
。
楽
し
い
想
像
の
世
界
が
ぴ
ろ
が
る
秀
作
で
あ
る
。

宗
像
市
城
西
ヶ
丘
石
橋
妙
子

農
道
を
二
頭
の
馬
の
進
む
さ
ま
野
良
犬
二
匹
遠
く
見
て
を
り

（
評
）
こ
の
馬
は
乗
馬
ク
ラ
ブ
の
馬
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
見
て
い
る
野
良
犬
、
手
入
し
育
て
ら

れ
た
も
の
と
、
捨
て
ら
れ
た
も
の
。
大
と
小
、
そ
の
対
比
を
二
と
い
う
数
字
で
き
っ
ち
り
と
結

ん
で
い
て
、
巧
み
な
見
立
て
で
あ
る
。

大
和
美
由
紀

第
五
二
七
回

宗
像
大
社
歌
会
詠
草

大
野
展
男
選
毎
月
2
5日メ
切

絞
ら
れ
し
鯛
網
の
な
か
ま
じ
り
を
り
迷
惑

佐
太
郎
に
柊
二
に
な
ら
う
吟
行
に
き
た
り
し
吾
ら
春
日
の
今
日
を

選
者
詠

や
す
ら
ぎ
と
荒
々
し
さ
に
と
ま
ど
い
て
自
然
の
中
に
生
か
さ
れ
て
い
る

岡

花
咲
き
し
び
と
つ
ば
た
こ
は
高
々
と
庭
の
王
者
と
な
り
し
貫
緑

う
き
は
市
浮
羽
町
向
則
正

乗
り
な
れ
し
中
古
の
自
転
車
悪
く
な
り
捨
て
が
た
き
ま
ま
軒
下
に
お
く

宗
像
市
野
森
甲
子

青
空
に
も
ゆ
る
大
社
の
大
き
樟
若
策
の
息
吹
聞
こ
ゆ
る
こ
と
し

宗
像
市
朝
野
藤
井
浩
子

今
年
ま
た
結
婚
記
念
日
忘
れ
を
り
日
記
を
繰
れ
ば
列
車
事
故
の
み

宗
像
市
日
の
里
石
松
弘
次

天
野

悲
惨
な
る
電
車
の
事
故
よ
あ
わ
れ
あ
わ
れ
エ
ゴ
な
る
人
ら
の
所
為
と
言
ふ
べ
し

宗
像
市
東
旭
ヶ
丘
玲
子

階
段
を
ま
だ
駈
足
で
上
り
下
り
出
来
る
幸
せ
思
う
こ
の
朝

福
津
市
中
央
池
浦
千
鶴
子

妻
の
役
に
母
親
の
役
お
り
ま
ぜ
て
旅
立
つ
夫
に
こ
ま
こ
ま
と
い
ふ

宗
像
市
崎
安
永

娘
の
く
れ
し
母
の
日
の
膳
今
日
一
日
至
禍
の
刻
と
胸
あ
つ
く
を
り

宗
像
市
光
森
田
富
佐
子

豚
肉
と
葱
を
炊
き
ま
ぜ
食
す
る
と
虫
歯
に
な
ら
ぬ
を
テ
レ
ビ
に
て
知
る

福
津
市
光
陽
台
香
月
照
子

若
薬
せ
し
も
の
の
匂
び
す
風
襖
な
し
て
茂
れ
る
鐘
の
岬
は

鐘

久
子

田 田

つ
る
の

福
津
市
中
央

中
村
勇

レ
ジ
前
に
釣
銭
落
し
拾
ふ
の
に
手
間
取
り
た
り
き
仕
方
な
し
年
は

宗
像
市
野
森

宗
風
社
俳
句
会

吉
武
湧
水

紙
魚
走
る
軍
隊
手
帖
従
軍
記吉

田
杏
子

吾
が
命
惜
し
む
に
あ
ら
ず
春
惜
し
む

三
浦
美
千
代

人
待
つ
に
あ
ら
ね
ど
花
の
下
に
あ
り

田
中
雨
葉

や
に

走
り
梅
雨
脂
の
吹
き
出
る
一
樹
あ
り

木
原
房
子

樟
若
策
寺
苑
に
寂
と
塚
一
基

宗
像
市
日
の
里
花
田
い
つ
枝

紫
陽
花
を
括
る
や
紐
に
紐
足
し
て

宗
像
市
光
岡
井
上
嘉
治

か
に

引
潮
に
月
待
ち
蟹
の
二
三
匹

宗
像
市
光
岡
白
土
凌
一

五
月
の
日
バ
ス
よ
り
眺
む
青
葉
か
な

後
国
]
t
c

o
[『直
日
，

二
0
0
人
以
上
の
方
が
来
島
す
る
時
で

し
た
の
で
、
ひ
た
す
ら
草
刈
り
、
掃
除
の

日
々
で
し
た
が
、
十
日
間
誰
一
人
来
な

か
っ
た
二
月
の
勤
務
と
違
い
、
い
ろ
い

ろ
な
方
と
お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き
、

充
実
し
た
日
々
を
過
ご
せ
ま
し
た
▼
な

か
で
も
取
材
関
係
は
、
記
者
な
ら
編
集

委
員
、
カ
メ
ラ
マ
ン
な
ら
写
真
部
長
、
編

集
者
な
ら
取
締
役
等
々
、
そ
の
世
界
で

も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
方
々
ば
か
り
で
し

た
。
年
齢
も
小
生
よ
り
二
十
歳
近
く
年

上
で
、
い
つ
も
の
ペ
ー
ス
に
持
ち
込
め

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
こ
は
若
僧
と
し
て
、

一
晩
か
け
て
徹
底
的
に
考
え
を
ぷ
つ
け

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
▼
帰
社
後
、

送
ら
れ
て
き
た
礼
状
・
記
念
写
真
を
拝

見
し
、
少
し
は
解
つ
て
い
た
だ
け
た
か

な
と
思
い
ま
す
。

(
M
.
o
)

宗
像
市
東

3郎

宗
像
大
社
歌
会

俳
句
作
品
集
（
五
0
二
）
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